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安全のために 
必ずお守りください 

分解や改造をしない 
本製品は、 取扱説明書に記載のない分解や改造はしないでくださ 
い。火災や感電、けがの原因となります。 

雷のときはケーブル類・機器類にさわらない 
感電の原因となります。 

異物は入れない　水は禁物 
火災や感電の恐れがあります。 水や異物を入れないように注意し 
てください。 万一水や異物が入った場合は、 電源プラグをコンセ 
ントから抜いてください。 （当社のサポートセンターまたは販売 
店にご連絡ください。 ） 

湿気やほこりの多いところ、油煙や湯気の 
あたる場所には置かない 

内部回路のショートの原因になり、火災や感電の恐れがあります。 

警告 

注意 
下記の注意事項を守らないと けが をしたり、 周辺の 
家財に損害 を与えたりすることがあります。 

高温注意 
本製品の使用直後は高温になっています。 不用意に触ると、 火傷の恐れがあります。 

運搬時の注意 
本製品をコンピューターの PCカードスロットに装着したままでコンピューター 
を運搬するときには必ずケーブルを外してください。 

分解禁止 

雷のときは 
さわらない 

異物厳禁 

設置場所 
注意 

高温注意 

ケーブルを 
外せ 

下記の注意事項を守らないと 火災 ・感電 により、 
死亡や大けが の原因となります。 



  

ご使用にあたってのお願い 

次のような場所での使用や保管はしないでください。 
・直射日光の当たる場所 
・暖房器具の近くなどの高温になる場所 
・急激な温度変化のある場所（ 結露するような場所） 
・湿気の多い場所や、水などの液体がかかる場所（湿度 80％以下の環境でご使用ください） 
・振動の激しい場所 
・ほこりの多い場所や、ジュータンを敷いた場所（静電気障害の原因にな ります） 
・腐食性ガスの発生する場所 

     

静電気注意 
本製品・ ケーブルは、 静電気に敏感な部品を使用しています。 部品が静電破壊する恐れがあり 
ますので、コネクターの接点部分、ポート、部品などに素手で触れないでください。 

取り付け・取り外しのときの注意 
コンピューターの PCカードスロットに本製品を取り付ける作業は、 必ず本取扱説明書及び、 ご 
使用のコンピューターの取扱説明書を参照の上正しく行ってください。 

長期保管時は袋に入れて 
本製品を長期にわたって保管する場合は、必ず添付の袋（静電防止）または専用ケースに入れ 
てください。 

取り扱いはていねいに 
落としたり、ぶつけたり、強いショックを与えないでください。 

お手入れについて 

清掃するときは電源を切った状態で 
誤動作の原因になります。 

機器は、乾いた柔らかい布で拭く 
汚れがひどい場合は、柔らかい布に薄めた台所用洗剤 （中性） をしみこ 
ませ、堅く絞ったものでふき、乾いた柔らかい布で仕上げてください。 

お手入れには次のものは使わないでください 
・石油・みがき粉・シンナー・ベンジン・ワックス・熱湯・粉せっけん 
（化学ぞうきんをご使用のときは、その注意書に従ってください。 ） シンナー類 

不可 

堅く絞る 

中 
性   

中性洗剤 
使用 

ぬらすな 
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はじめに
この度は、「corega FEther II CB-TXD」LAN PCカードをお買い上げいただきまして誠に
ありがとうございます。この取扱説明書は、本製品を正しくご利用いただくための手引き
です。必要なときにいつでもご覧いただくために、保証書とともに大切に保管くださいま
すようお願いいたします。

内容物をご確認ください
本製品パッケージの内容は、下記の通りです（下記以外に添付紙が同梱されている場合が
あります）。お買い上げ商品についてご確認いただき、万一不足するものがございました
ら、お手数ですが、弊社サポートセンターまでご連絡ください。 

• corega FEther II CB-TXD本体 

• ドライバディスク（CD-ROM, 1 枚） 

• 取扱説明書/ 保証書（本書） 

• シリアル番号シール 

• 専用ケース

この取扱説明書の構成
この取扱説明書は、次図のような構成になっています。ドライバのインストール手順など
は、オペレーティングシステム（OS）ごとに分けて記述していますが、その他の項目は、
共通の記述になっているところもあります。ご使用の OSに応じて、図のように読み進ん
でください。
flow.FEther CB-TXD.eps

ドライブ名「A:」「C:」「D:」
本書では、ドライブ名として下記を仮定して説明しています。ご使用のコンピューターで
ドライブ名が異なる場合は、ご使用のコンピューターにおけるものと読み替えてください。 

•「フロッピーディスクドライブ」として「A:」 

•「起動ドライブ（ハードディスク）」として「C:」 

•「CD-ROMドライブ」として「D:」

2 ハードウェア 
の設定 

1
概要 3

Windows Me

付 

7 トラブル 
シューティング 

4
Windows 98

付録 

6

Windows 2000 
/XP

5

Windows 95
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1概要

1.1 特長
corega FEther II CB-TXD（以下、本製品と表記）は以下の特長をもつ PCカード型 LAN
アダプターです。 

• CardBus（32bitインターフェース）による高速データ転送 

• 100Mbps（100BASE-TX）および10Mbps（10BASE-T）の2つの通信速度に対応 

• オートネゴシエーションによる100Mbps/10Mbps、全二重 /半二重の自動設定 

• 通信状態を表示する2つの LED 

• メディアケーブル（コネクター部）とカード部が一体化 

• Plug & Play に対応（注）

（注）ただし、本製品に付属のドライバのインストールが必要です。

1.2 対応コンピューター機種
本製品は、PC Card Standard CardBus 対応 PC カードスロットを持つ次のコンピュー
ター機種に対応しています。 

• AT 互換機およびNEC PC98-NX

コンピューターの機種によっては、レジューム/サスペンドあるいはスタンバイ
機能を使用したときに、本製品の動作が不安定になる可能性があります。その
ときは、これらの機能を無効にしてください。

1.3 対応オペレーティングシステム
本製品は、次のオペレーティングシステム（OS）に対応しています。 

• Windows Me 

• Windows 98（Windows 98 SE を含む） 

• Windows 2000 

• Windows XP Professional (32bit)/Home Edition 

• Windows 95（Version B以降のもの）※1

※1. Windows 95のバージョンは、「コントロールパネル」→「システム」→「情報」で確
認することができます。Version Bと呼ばれるものでは「4.00.950 B」と表示されて
います。Version B は、「OSR 2」（OEM Service Release 2）や「Type B」と呼ば
れることもあります。「4.00.950」や「4.00.950a」と表示されている場合、本製品
はご使用になれません。
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1.4 各部の名称と働き
図1.4-1～図 1.4-2をもとに各部の名称と働きを説明します。
fig001.CB-TXD.UP.eps

図 1.4-1 FEther II CB-TXD外観図（上面）
fig002.DOWN.eps

図 1.4-2 FEther II CB-TXD外観図（裏面）

①誤挿入防止キー
CardBusに対応していないコンピューター機種のPCカードスロットに挿入してしま
うことを防ぐキーです。

②グランドプレート
コンピューターとの接触抵抗を下げ、高速なデータ転送を実現する接点です。グラン
ドプレート部分は、手や金属でふれたり、汚したりしないようにご注意ください。

5 RJ-45モジュラー 
ジャック 4 LED

2

1

グランドプレート 

3 PCカード本体 誤挿入防止キー 

MACアドレスラベル 

警告ラベル 

シリアル番号ラベル 8

7

6
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③PCカード本体
コンピューターのPCカードスロットに挿入し、LANアダプターの機能を提供します。

④LED
次の2つの LEDがあります。
LINK/ACT（緑）：リンクが確立すると点灯し、パケット送受信時に点滅します。

100M（緑）：100Mbps で通信が行われているときに点灯し、10Mbpsで通信が行
われているときは消灯します。

⑤RJ-45モジュラージャック
UTPケーブル（シールドなしツイストペアケーブル）を接続するコネクターです。

⑥MACアドレスラベル
本製品のMAC アドレスが記入されています。MAC アドレスついては、「付録D MAC
アドレス」をご覧ください。

⑦警告ラベル
本製品を安全にご使用いただくための重要な情報が記載されています。必ずお読みく
ださい。

⑧シリアル番号ラベル
本製品のシリアル番号（製造番号）とリビジョンが記入されています。同じものが、3
枚ほど同梱されており、パッケージ（外箱）にも貼付されています。同梱されている
シリアル番号シールは、「製品保証書」に貼付してください（残る 2 枚は予備です）。
シリアル番号とリビジョンは、ユーザーサポートへの問い合わせ時に必要な情報です。

1.5 ドライバディスク
OSごとに、以下のフォルダに置かれています。 

• Windows Me用ドライバ：「¥WME」フォルダ 
• Windows 98 用ドライバ：「¥W98」フォルダ 
• Windows 2000用ドライバ：「¥W2K」フォルダ 
• Windows XP用ドライバ：「¥WXP」フォルダ  

• Windows 95 用ドライバ：「¥W95」フォルダ
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2ハードウェアの設定

本製品に触れる前に、あらかじめ他の金属部分（水道の蛇口、ドアノブ等）に
触れて体内の静電気を放電してください。この時、ガス管など発火する危険性
のあるものには、絶対に触れないようにしてください。
本製品の内部には、最新のIC 類が使用されています。ご使用中の静電気による
故障対策はされていますが、他の機器との接続時などには、特に注意してくだ
さい。お客様の不注意により生じた静電気等による故障等につきましては、保
証の対象外となりますのであらかじめご了承ください。

稲妻が発生しているとき、本製品やケーブルの設置などの作業を行わないでく
ださい。落雷により、感電する恐れがあります。

スタンバイ状態への移行時、復帰状態への移行時に本製品や UTPケーブルの挿
抜は行わないでください。また、スタンバイ状態からの復帰時、パソコンの機
種によっては、本製品が正常に動作しないものがあります。スタンバイ状態へ
の移行、復帰状態への移行につきましては、サポート対象外とさせていただき
ます。

2.1 PC カードの挿入・取り外し

コンピューターの機種によっては、イジェクトバーなどが PCカードの挿入・取
り外し操作に干渉することがありますのでご注意ください。詳細は弊社ホーム
ページをご覧ください。

Windows Me/98/2000/XP/95 では、コンピューターの電源をオンにしたままカードの
抜き差しを行うことができます。ただし、その場合いくつかの注意点があります。PCカー
ドの挿入・取り外しを行うときは、必ず下記の手順にしたがって作業を進めてください。

2.1.1 PCカードの挿入  

1 コンピューターの電源をオンにしてください。 

2 「corega」のロゴが印刷された面を上にして、本製品をコンピューターの PCカード
スロットに挿入し、カチッと手応えがあるまで押し込んでください。
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コンピューター機種によっては、下に向けて装着するものもあります。間違って
装着すると、本製品やご使用のコンピューターの故障の原因になります。PC カー
ド装着に関しては、必ずご使用のコンピューターの取扱説明書をご覧ください。 

3 本製品をPCカードスロットに挿入すると、Windows Me/98/2000/XP/95はPlug

& Play 機能により本製品を自動的に検出します。※1

2.1.2 PCカードの取り外し

Windows Me/98/2000/XP/95 では、コンピューターの電源をオンにした状態で本製品を
PCカードスロットから取り外すことができます。ただし、コンピューターの電源がオンの
状態で本製品を取り外すときは、必ず以下の手順で行ってください。ここでは、Windows
98の画面を使って説明しています。

以下の手順を守らなかったときは、コンピューターのハングアップやファイル
の破壊を招く恐れがあります。また、以下の手順をお守りいただかないで起こっ
た障害に関してはユーザーサポートの対象外とさせていただきます。 

1 ネットワークと通信を行っているアプリケーション、例えば Telnetやデータベース

アプリケーションなどをすべて終了してください。「ネットワークドライブの割り
当て」を行っている場合は、すべて切断してください。 

2 タスクバーの PCカードアイコン（通常デスクトップ右下）をダブルクリックしま

す。
98-out01.tif

図 2.1.2-1 PCカードアイコン

※1. 本製品用のドライバのインストールをまだ行なっていないとき（初めて本製品を挿入し
たとき）は、「PC カードウィザード」、またはドライバのインストールが開始されます。
詳細は各OS のインストールの章をご覧ください。
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3 取り外したいデバイスを選択し、「停止」※1 をクリックします。

CBTXD_98-out01.tif

図 2.1.2-2 corega FEther II CB-TXD LAN Card 選択 

4 「OK」をクリックします。
CBTXD_98-out02.tif

図 2.1.2-3 取りはずし確認 

5 コンピューターのPCカード取りはずしボタンを押してください。本製品は、PCカー

ドスロットから外れ、手で取り出せる状態になります。

2.2 ネットワークへの接続
ネットワークに接続するときのケーブルの取り扱いについて説明します。

稲妻が発生しているときは、本製品やケーブルの設置などの作業を行わないで
ください。落雷により感電する恐れがあります。 

1 UTPケーブルの一方の端に付いたプラグを、本製品のUTPコネクターにカチッと音

がするまで差し込みます。両端のプラグのどちらを差し込んでもかまいません。

※1. Windowsのバージョンによっては「終了」と表示されます。
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UTP ケーブル（シールドなしツイストペアケーブル）は、100BASE-TXの場
合はカテゴリー5、10BASE-T の場合はカテゴリー3 以上のストレートタイ
プをご使用ください。 

2 UTPケーブルを引っ張ってみて抜けないことを確認してください。 

3 UTPケーブルのもう一方の端のプラグを接続先機器（ハブやスイッチ）の UTPコネ

クターに差し込みます。手順は、前ページ 1、2と同様です。
接続先機器（ハブやスイッチ）との状態が正常であれば、本製品の LINK LEDが点
灯（緑）します。LINK LED が点灯しないときは、「7.2 ネットワークのトラブル」
（p.70）を参考に、ご使用のUTPケーブル、または接続先機器を再度ご確認ください。

UTP ケーブルのRJ-45 プラグは、プラグの爪を指で押えながら手前に引くと、抜
くことができます。

SETUZOKU.eps

図 2.2-1 ハブとの接続例 

MDI-XMDI

8                 7                   6                  5                   4                  3                   2                  1

10BASE-T NETWORK PORTS

To HUB To PC DC-IN

RJ-45 モジュラープラグ 

UTPケーブル (ストレート)

RJ-45 モジュラープラグ 
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3Windows  Me
本製品のドライバを Windows Me上にインストールする手順を説明します。

3.1 ドライバのインストール
以下に挙げる内容は一例です。お客様の環境によっては、手順などが若干異なることが
あります。

3.1.1 用意するもの 

• 本製品本体 

• コンピューター（CardBus対応PCカードスロット付き、Windows Meインストール済み） 

• 本製品のドライバディスク（CD-ROM）

Windows Me がコンピュータ購入時にあらかじめインストールされた形態で
提供されているとき（プリインストール版）は、Windows Me のバックアップ
CD-ROM が付属していることをご確認ください。バックアップCD-ROM が付
属していないときは、安全のため必ずフロッピーディスクに Windows Me の
バックアップを取った後で、ドライバのインストールを始めてください。バッ
クアップの手順については、ご使用のコンピュータの取扱説明書をご覧くだ
さい。

3.1.2 アップデートインストール

Windows 98/95からWindows Meへのアップデートインストールをする前に、本製品が
Windows 98/95上で正常に動作していることをご確認ください。Windows Meへアップ
グレード後、Windows 98/95 で使用していたドライバがそのまま残っています。「3.3 ド
ライバの更新（Windows 98/Me 共通）」（p.22）の手順を参考に、Windows Me用のドラ
イバに更新してください。

Windows 98 からのアップグレードインストール時の更新手順でのみ、「ドライバの更新
の警告」が表示されます。「 選択したドライバよりも、現在使用しているドライバ の方
がハードウェアデバイスに適していると思われます。選択したドライバを使用します
か？」という問いに対して「はい」をクリックしてください。

3.1.3 新規インストール 

1 本製品をコンピューターのPCカードスロットに取り付けていない状態でコンピュー

ターの電源をオンにし、Windows Me を起動します。
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2 コンピューターの PCカードスロットに本製品を挿入します。

CardBus非対応の PC カードスロットには、絶対に本製品を挿入しないでくださ
い。CardBus 対応 PC カードでは、CardBus 非対応機種の PC カードスロットに
誤ってカードを挿入することを防ぐため、カードの形状を工夫してあります。そ
のため、無理に挿入しようとするとカードまたは PCカードスロットを破損させ
る恐れがありますので、ご注意ください。 

3 Windows Meが PCカードの挿入を検知します。「ドライバの場所を指定する（詳し

い知識のある方向け）」を選択し、「次へ」をクリックします。
CBTXD_Me-Inst02.tif

図 3.1.3-1 新しいハードウェアの追加ウィザード 

4 「使用中のデバイスに最適なドライバを検索する（推奨）」を選択し、「検索場所の
指定」に「D:¥WME」を入力します。「リムーバブルメディア（フロッピー、CD-
ROM など）」のチェックを外してください。本製品のドライバディスクをCD-ROM
ドライブに挿入し、「次へ」をクリックしてください。

CBTXD_Me-Inst03.tif

図 3.1.3-2 ドライバの検索
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5 「デバイス用のドライバファイルの検索：corega FEther II CB-TXD LAN Card」、

「ドライバのある場所：D:¥WME¥NETCOKK.INF」となっていることを確認し、「次
へ」をクリックします。

CBTXD_Me-Inst04.tif

図 3.1.3-3 ドライバのインストール 

6 ドライバがコピーされます。

「新しいハードウェアのインストールが完了しました。」と表示されますので、「完
了」をクリックしてください。

CBTXD_Me-Inst05.tif

図 3.1.3-4 インストール完了 

7 以上で本製品のドライバのインストールは終了です。引き続き、「3.2 インストール

の確認とアダプターの設定 (Windows 98/Me 共通）」にお進みください。

Windows Meでは、ドライバインストール終了後にコンピューターを再起動をす
る必要はありませんが、お客様のご使用環境によっては再起動を求められるこ
とがあります。
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3.2 インストールの確認とアダプターの設定
(Windows 98/Me 共通）

インストール完了後、ドライバが正しくインストールされていることを確認し、さらに必
要な設定を行います。

3.2.1 デバイスマネージャによるインストールの確認 

1 「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」を選択し、「システム」をダブル
クリックします。

Me-sys01.tif

図 3.2.1-1 システムのプロパティ 

2 「デバイスマネージャ」タブをクリックし、「ネットワークアダプタ」アイコン左の
「＋」をクリックします。インストールが正常に行われていれば、「ネットワークア
ダプタ」の下に「corega FEther II CB-TXD LAN Card」が表示されます。

CBTXD_Me-chk01.tif

図 3.2.1-2 ネットワークアダプタ確認
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本製品のアイコンに「×」「？」「！」などのマークが付いていたり、アイコン
が「ネットワークアダプタ」の下ではなく、「不明なデバイス」や「その他の
デバイス」の下にあるときは、インストールに失敗しています。詳しくは、
「7.1 ドライバのトラブル」（p.67）をご覧ください。 

3 「corega FEther II CB-TXD LAN Card」をダブルクリックします。「デバイスの状
態」欄に「このデバイスは正常に動作しています。」と表示されていることを確認
してください。

CBTXD_Me-chk02.tif

図 3.2.1-3 デバイスの状態
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4 本製品が使用する I/Oベースアドレス、インタラプト（IRQ）などは、Windows Me

によって自動的に設定されます。「リソース」タブを選択すると、これらを確認で
きます。

CBTXD_Me-chk03.tif

図 3.2.1-4 リソースの確認
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3.2.2 ネットワークの設定

「コントロールパネル」の「ネットワーク」アイコンをダブルクリックし、使用するプロト
コル、クライアントなどの設定を行います。インターネットへのアクセスを行うためには
（WWWブラウザーなどをご使用になるためには）、TCP/IP プロトコルが必須です。詳細
はシステム管理者にご確認ください。また、基本的な設定例が、付録「A Windows 95/98
のネットワークの設定例」（p.72）にありますので参考にしてください。
必要な設定を終えたら、「ネットワーク」画面の「OK」をクリックします。
CBTXD_Me-net00.tif

図 3.2.2-1 ネットワークのプロパティ

3.2.3 本製品の詳細設定

本製品のポート（RJ-45 モジュラージャック）は、「Auto-Negotiation」に設定されてお
り、接続先機器との通信速度（100/10Mbps）や通信モード（Full/Half Duplex）は、本
製品のAuto-Negotiation機能によって自動的に設定されます。Auto-Negotiationをサポー
トしていない機器に接続した場合、Auto-Negotiation 機能が正しく働かないため、ご使用
になりたい状況に合わせて以下のように設定してください。 

1 ｢コントロールパネル｣の｢ネットワーク｣をダブルクリックします。
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2 「ネットワークの設定」タブの「corega FEther II CB-TXD LAN Card」をダブルク

リックし、「詳細設定」タブの「値」から適切な項目を選択してください。
CBTXD_Me-net01.tif

図 3.2.3-1 詳細設定

Connection Type 

• Auto-Negotiation（デフォルト）

Auto-Negotiationを有効に設定します。この項目を選択した場合、接続先機器がAuto-
Negotiation をサポートしていれば、可能な最高の速度およびモードとなります。接
続先機器がAuto-Negotiation をサポートしていない場合、通信速度のみを検出し、検
出された速度のHalf Duplex モードとなります。 

• 100BaseTx

100Mbps のHalf Duplex（半二重）モードに設定します。 

• 100BaseTx Full_Duplex
100Mbps のFull Duplex（全二重）に設定します。 

• 10BaseT

10MbpsのHalf Duplex（半二重）に設定します。 

• 10BaseT Full_Duplex

10MbpsのFull Duplex（全二重）に設定します。
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3.3 ドライバの更新（Windows 98/Me共通）
弊社のホームページ（ http://www.corega.co.jp/）などから最新のドライバを入手したとき

は、下記の手順にしたがってドライバを更新してください。 

1 「コントロールパネル」の「システム」アイコンをダブルクリックし、「デバイスマ
ネージャ」タブをクリックします（図 3.2.1-2参照）。 

2 「ネットワークアダプタ」をダブルクリックし、その下に表示される「corega FEther
II CB-TXD LAN Card」をダブルクリックします。「ドライバ」タブを選択し、「ド
ライバの更新」をクリックします。

CBTXD_Me-up01.tif

図 3.3-1 ドライバの更新 

3 「ドライバの場所を指定する（詳しい知識のある方向け）」を選択し、「次へ」をク
リックします。

CBTXD_Me-up02.tif

図 3.3-2 ドライバの場所指定

http://www.corega.co.jp/
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4 「特定の場所にあるすべてのドライバの一覧を表示し、インストールするドライバ

を選択する」を選択し、「次へ」をクリックします。
CBTXD_Me-up03.tif

図 3.3-3 ドライバの一覧表示 

5 「ディスク使用」をクリックします。
CBTXD_Me-up04.tif

図 3.3-4 ディスク使用 

6 本製品の最新ドライバが格納されている場所を「製造元ファイルのコピー元：」欄に入
力し、「OK」をクリックします( この例では「C:¥COREGA¥FE2CBTXD¥WME」と仮
定しています )。

CBTXD_Me-up05.tif

図 3.3-5 ドライバ指定
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7 「corega FEther II CB-TXD LAN Card」が選択されているのを確認し、「OK」をク
リックします。

CBTXD_Me-up06.tif

図 3.3-6 デバイスの選択 

8 「デバイス用ドライバファイルの検索」欄に「corega FEther II CB-TXD LAN Card」
が、「ドライバのある場所」に「C:¥COREGA¥FE2CBTXD¥WME¥NETCOKK.INF」
が表示されていることを確認し、「次へ」をクリックします。
ドライバの更新が始まります。

CBTXD_Me-up07.tif

図 3.3-7 ドライバのインストール

以下の画面が表示された場合は、「ファイルのコピー元」に
「C:¥COREGA¥FE2CBTXD¥WME」と入力し、「OK」をクリックしてください。
( 最新ドライバの格納先が「C:¥COREGA¥FE2CBTXD¥WME」の場合)

CBTXD_Me-up08.tif

図 3.3-8 ファイルのコピー元の指定（sys ファイル）
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9 「完了」をクリックします。
CBTXD_Me-up09.tif

図 3.3-9 インストール完了 

10 コンピューターの再起動を促す画面が表示されます。「はい」をクリックし、コン
ピューターを再起動します。

Me-res01.tif

図 3.3-10コンピューターの再起動
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3.4 ドライバの削除 (Windows 98/Me共通）
ドライバの削除は、ドライバの再インストールをする場合などに行います。ドライバのイ
ンストールに失敗した場合も、この手順にならい、間違ってインストールされたドライバ
を削除してから、あらためてインストール作業を行います。 

1 「コントロールパネル」の「システム」アイコンをダブルクリックし、「デバイスマ
ネージャ」タブをクリックします（図 3.2.1-2参照）。 

2 「ネットワークアダプタ」をダブルクリックし、その下に表示される「corega FEther

II CB-TXD LAN Card」を選択して、「削除」をクリックしてください。
PCCTD_Me-del01.tif

図 3.4-1 デバイスマネージャからの削除 

3 「OK」をクリックします。
PCCTD_Me-del02.tif

図 3.4-2 デバイス削除の確認 

4 本製品のアイコンが消えていることを確認してください。 

5 Windows Meをシャットダウンし、コンピューターの電源をオフにします。
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6 コンピューターの PCカード取り外しボタンを押し、本製品を取り外してください。

ドライバを再インストールするときは、PCカードを取り外さずに、コンピューター
を再起動してください。

3.5 ドライバの再インストール
ドライバの再インストールを行うときは、ドライバを一旦削除してから行います。ドライ
バのインストールに失敗したときも、インストールされたドライバを削除してから再イン
ストールを行います。
ドライバを再インストールする手順は以下の通りです。 

1 「3.4 ドライバの削除 (Windows 98/Me 共通）」（p.26）の手順にしたがい、本製品

のドライバを削除します。 

2 「3.1.3 新規インストール」（p.14）の手順にしたがい、本製品のドライバをインス
トールします。
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4Windows 98
本製品のドライバを Windows 98 上にインストールする手順を説明します。

4.1 ドライバのインストール
以下に挙げる内容は一例です。お客様の環境によっては、手順などが若干異なることが
あります。

4.1.1 用意するもの 

• 本製品本体 

• コンピューター（CardBus対応 PCカードスロット付き、Windows 98インストール済み） 

• 本製品のドライバディスク（CD-ROM） 

• Windows 98 のCD-ROM

Windows 98 が、コンピューター購入時にあらかじめインストールされた形態で
提供されたもの、すなわちプリインストール版である場合は、Windows 98 のバッ
クアップ CD-ROM が付属しているかどうかをご確認ください。バックアップ
CD-ROM が付属していない場合は、安全のため必ずフロッピーディスクに
Windows 98 のバックアップを取った後でドライバのインストールを開始してく
ださい。バックアップの手順については、ご使用のコンピューターの取扱説明
書をご覧になるか、コンピューターメーカーにご確認ください。

ハードディスク内のデータは、必ずフロッピーディスク等にバックアップを
とった後で、ドライバのインストールを開始してください。特に重要なデータ
については、必ずバックアップをとられることをお勧めします。
また、いかなる場合でも、データが消失または破損したことによる損害につい
ては、弊社はいかなる責任も負いかねますので、あらかじめご了承ください。

4.1.2 新規インストール 

1 コンピューターの電源をオンにし、Windows 98 を起動してください。 

2 コンピューターの PCカードスロットに本製品を挿入してください。
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CardBus非対応の PC カードスロットには、絶対に本製品を挿入しないでくださ
い。CardBus 対応 PC カードでは、CardBus 非対応機種の PC カードスロットに
誤ってカードを挿入することを防ぐため、カードの形状を工夫してあります。そ
のため、無理に挿入しようとするとカードまたは PCカードスロットを破損させ
る恐れがありますので、ご注意ください。 

3 Windows 98は本製品がPCカードスロットに挿入されたことを自動的に検出し、次

のダイアログを表示します。「次へ」をクリックしてください。
CBTXD_98-Inst01.tif

図 4.1.2-1 「新しいハードウェアの追加ウィザード」 

4 「使用中のデバイスに最適なドライバを検索する（推奨）」を選択し、「次へ」をク
リックしてください。

CBTXD_98-Inst02.tif

図 4.1.2-2 検索方法の選択
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5 「検索場所の指定」に「D:¥W98」と入力します。本製品のドライバディスクを CD-

ROM ドライブに挿入し、「次へ」をクリックしてください。
CBTXD_98-Inst03.tif

図 4.1.2-3 ドライバの場所指定 

6 次のダイアログで、ドライバファイルの名称が「corega FEther II CB-TXD LAN Card」、

「ドライバのある場所：D:¥W98¥NETCOKK.INF」となっていることを確認し、「次へ」
をクリックしてください。

CBTXD_98-Inst04.tif

図 4.1.2-4 ドライバ名称の確認
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7 必要なファイルのコピーが始まります。ファイルのコピー中にディスクを要求する

画面が表示されたときは、次のように対処してください。

本製品のドライバディスクが要求された場合、「OK」ボタンをクリックし、本製品
のドライバディスクを CD-ROM ドライブに入れ、「D:¥W98」と入力して、「OK」
ボタンをクリックしてください。

重要：場合によっては、「CODCBX5.sys が見つからないので Windows 98 のCD-
ROMを入れてください」というようなダイアログが表示されることがあります。
「CODCBX5.sys」はドライバディスクに収められているファイルです。このよう
な場合は、「ファイルのコピー元」に「D:¥W98」を入力してください。

次のようなダイアログが表示される場合、Windows 98 の CD-ROM を CD-ROM
ドライブに挿入し、「OK」をクリックし、「ファイルのコピー元」に「D:¥WIN98」
を入力してください。

98CD-ROM.tif

図 4.1.2-5 Windows 98 CD-ROMの要求
98CD-ROMdll.tif

図 4.1.2-6 Windows 98 関連ファイルの所在の指定

ご使用のコンピューターがプリインストール版である場合、「ファイルのコピー
元」に「C:¥WINDOWS¥OPTIONS¥CABS」を入力してください。
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8 「完了」をクリックしてください。
CBTXD_98-Inst05.tif

図 4.1.2-7 インストールの完了 

9 CD-ROM ドライブからドライバディスクを抜き、「はい」をクリックし、コン

ピューターを再起動してください。
98restart.tif

図 4.1.2-8 再起動の確認 

10 以上でドライバのインストールは終了です。引き続き「4.2 インストールの確認と
アダプターの設定」にお進みください。

インストール後の再起動時に、次のようなダイアログが表示されることがあり
ます。DHCP サーバーを使用していなければ、「いいえ」をクリックしてくだ
さい。また、DHCP サーバーを使用している場合（例えば、ケーブルテレビを使
用したインターネット接続等）は、「はい」ボタンをクリックしてください。LAN
環境でTCP/IP をご使用になる場合は、DHCPの設定に関してシステム管理者に
ご相談ください。

DHCP.tif

図 4.1.2-9 DHCP メッセージ
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4.2 インストールの確認とアダプターの設定
はじめにドライバのインストールが正常に行われていることを確認し、さらに必要な設定
を行います。Windows 98 でのインストールの確認とアダプターの設定は、Windows Me
と同様の手順で行うことができます。手順については、「3.2 インストールの確認とアダプ
ターの設定(Windows 98/Me 共通）」（p.17）をご覧ください。

4.2.1 電源管理の設定について（Windows 98 Second Editionのみ）

コンピューターの機種によっては、下図のような電源管理のタブが表示される場合があり
ます。本製品をより安定してご使用していただくために、電源管理の設定を下記の手順に
従って変更してください。

なお、チェックをしたままの運用については、サポート対象外とさせて頂きます。 

1 「コントロールパネル」→「システム」→「デバイスマネージャ」で「ネットワー
クアダプタ」の「corega FEther II CB-TXD」をダブルクリックします。 

2 「電源の管理」タブをクリックします。
CBTXD_98-chk04.tif

図 4.2.1-1 「電源の管理」タブ 

3 「節電のためにコンピュータの電源を自動的に切る」のチェックを外します。

4.3 ドライバの更新
ドライバの更新は、弊社のホームページ（ http://www.corega.co.jp/）などから、本製品用の
最新のドライバを入手した場合に実行します。Windows 98 でのドライバの更新は、
Windows Me と同様の手順で行うことができます。手順については、「3.3 ドライバの更
新（Windows 98/Me共通）」（p.22）をご覧ください。

チェックを外す

http://www.corega.co.jp/
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4.4 ドライバの削除
ドライバの再インストールを行う場合、ドライバを一旦削除してから行います。ドライバ
のインストールに失敗した場合も、間違ってインストールされたドライバを削除してから、
あらためてインストール作業を行います。Windows 98 でのドライバの削除は、Windows
Meと同様の手順で行うことができます。手順については、「3.4 ドライバの削除 (Windows
98/Me共通）」（p.26）をご覧ください。
CBTXD_98-del02.tif

4.5 ドライバの再インストール
ドライバの再インストールを行うときは、ドライバを一旦削除してから行います。ドライ
バのインストールに失敗した時も、インストールされたドライバを削除してから再びイン
ストール作業を行います。

ドライバを再インストールする手順は以下の通りです。 

1 「3.4 ドライバの削除 (Windows 98/Me 共通）」（p.26）の手順にしたがい、本製品
のドライバを削除します。 

2 Windows 98 を再起動し、本製品をコンピューターのPCカードスロットに挿入し、

「4.1.2 新規インストール」（p.28）の手順を参考に、ドライバをインストールします。
本製品のドライバが自動的にインストールされてしまう場合には、「3.3 ドライバの
更新（Windows 98/Me共通）」（p.22）を参照して、ドライバの更新作業を行って
ください。
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5 Windows 2000/XP
本製品のドライバを Windows 2000/XP 上にインストールする手順を説明します。

5.1 ドライバのインストール
ここにあげる手順は一例であり、お客様の環境によっては、手順や表示画面が異なること
がありますので、あらかじめご了承ください。

5.1.1 用意するもの 

• 本製品本体 

• コンピューター（CardBus対応 PCカードスロット付き、Windows 2000 またはXPインス
トール済み） 

• 本製品のドライバディスク（CD-ROM）

ハードディスク内のデータは、必ずフロッピーディスク等にバックアップを
とった後で、ドライバのインストールを開始してください。特に重要なデータ
については、必ずバックアップをとられることをお勧めします。
また、いかなる場合でも、データが消失または破損したことによる損害につい
ては、弊社はいかなる責任も負いかねますので、あらかじめご了承ください。

5.1.2 アップデートインストール

(Windows 2000 の場合)
Windows 95/98/NT において本製品をご使用の状態から Windows 2000 へのアップ
デートインストールをした場合、Windows 98/95/NT 上で動作していた本製品のドライ
バは無効になるため、新たに Windows 2000 用のドライバに更新する必要があります。
Windows 2000 へのアップグレード中、本製品に関するメッセージが表示されますが、そ
のままアップグレードを継続してください。アップグレード後、デバイスマネージャ内で
本製品は「その他のデバイス」として登録されておりますので、そこからドライバの更新
を行ってください。更新の手順については、「5.3 ドライバの更新」（p.47）を参照してく
ださい。

(Windows XP の場合)
Windows 98/2000/95/NT からWindows XP へのアップデートをする場合は、本製品を
コンピューターの PC カードスロットから取り外した状態で実行してください。アップ
デートが完了すると、Windows XP は本製品のドライバがインストールされていない状態
となります。
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5.1.3 ドライバの新規インストール 

1 本製品をコンピューターのPCカードスロットに取り付けていない状態で、コンピュー
ターの電源をオンにし、Windows 2000またはWindows XP を起動してください。 

2 「コンピュータの管理者」権限のユーザ名※1 でログオンしてください。※2 

3 コンピューターの PCカードスロットに本製品を挿入してください。

CardBus非対応の PC カードスロットには、絶対に本製品を挿入しないでくださ
い。CardBus 対応 PC カードでは、CardBus 非対応機種の PC カードスロットに
誤ってカードを挿入することを防ぐため、カードの形状を工夫してあります。そ
のため、無理に挿入しようとするとカードまたは PCカードスロットを破損させ
る恐れがありますので、ご注意ください。 

4 次の画面が表示されますので「一覧または特定の場所からインストールする（詳

細）」オプションを選択して、「次へ」をクリックします。(Windows 2000 の場合
は選択オプションがありませんので、そのまま「次へ」をクリックします。)

CBTXD_2K-Inst01.tif

図 5.1.3-1 新しいハードウェアの検索ウィザード

※1. Windows 2000/XP では、「Administrator」または「コンピュータの管理者」の権
限がないと、デバイスドライバの更新や削除、ネットワークの設定といったシステムレ
ベルの作業ができません。

※2. ログオン画面が表示されずに起動したときは、いったんログオフし、「Administrator」
または「コンピュータの管理者」権限のユーザ名で再ログオンしてください。
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5 「検索しないで、インストールするドライバを選択する」を選択し、「次へ」をク

リックします。(Windows 2000 の場合は、「このデバイスの既知のドライバを表示
して、その一覧から選択する」を選択し、「次へ」をクリックします。)

CBTXD_2K-Inst02.tif

図 5.1.3-2 ドライバの選択 

6 「ネットワークアダプタ」を選択して、「次へ」をクリックします。
CBTXD_2K-Inst03.tif

図 5.1.3-3 ネットワークアダプタの選択
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7 「ディスク使用」をクリックします。
CBTXD_2K-Inst04.tif

図 5.1.3-4 ディスク使用 

8 本製品のドライバディスクを CD-ROM ドライブに挿入してください。

CBTXD_2K-Inst05.tif 
9 「製造元のファイルのコピー元」に「D:¥WXP」(Windows 2000 の場合は、「D :¥W2K」）

と入力し、「OK」をクリックします。
CBTXD_2K-Inst04.tif

図 5.1.3-5 ドライバの指定 

10「corega FEther II CB-TXD LAN Card」を選択し、「次へ」をクリックします。

図 5.1.3-6 ドライバの選択
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11 (Windows XP のみ ) 次のようなメッセージボックスが表示された場合は、「はい」
をクリックしてください。弊社にて動作確認済みです。

図 5.1.3-7 ドライバの更新警告 

12 (Windows XP のみ ) 次のようなメッセージボックスが表示された場合は、「続行」
をクリックしてください。弊社にて動作確認済みです。

図 5.1.3-8 Windows ロゴテストに関する警告 

13 (Windows 2000 のみ ) ハードウェアデバイスの名称が「corega FEther II CB-
TXD LAN Card」となっていることを確認し、「次へ」をクリックします。

図 5.1.3-9 ドライバの確認

Windows 2000 をご使用の場合は、手順13 へお進みください。
Windows XP をご使用の場合は、手順11 → 12 → 15…とお進みください。
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14 (Windows 2000 のみ ) 次のような画面が表示されることがありますが、「はい」

をクリックしてインストールを続行してください。

Microsoft デジタル署名はありませんが、本製品は正常に動作します。

図 5.1.3-10デジタル署名 

15「完了」をクリックします。

図 5.1.3-11新しいハードウェアの検索ウィザードの完了 

16 以上で本製品のドライバのインストールは終了です。引き続き、「5.2 インストール
の確認とアダプターの設定」にお進みください。

Windows 2000/XP では、ドライバインストール終了後に再起動をする必
要はありませんが、お客様のご使用環境によっては再起動を求められる
ことがあります。
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5.2 インストールの確認とアダプターの設定
はじめにドライバのインストールが正常に行われていることを確認し、さらに必要な設定
を行います。

5.2.1 デバイスマネージャによるインストールの確認 

1 (Windows XP のみ)「スタート」→「コントロールパネル」をクリックします。以

下の画面が表示される場合は、「クラシック表示に切り替える」をクリックします。
2K-devman.tif

図 5.2.1-1 クラシック表示 

2 「コントロールパネル」から「システム」をダブルクリックします。

図 5.2.1-2 コントロールパネル
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3 「ハードウェア」タブを選択し、「デバイスマネージャ」をクリックします。
2K-devman.tif

図 5.2.1-3 「ハードウェア」タブ 

4 「ネットワークアダプタ」アイコンの左の「＋」をクリックしてください。インス
トールが正常に行われていれば、「ネットワークアダプタ」の下に「corega FEther
II CB-TXD LAN Card」が表示されます。

CBTXD_2K-chk01.tif

図 5.2.1-4 デバイスマネージャ

本製品のアイコンに「×」「？」「！」などのマークが付いていたり、あ
るいはアイコンが「ネットワークアダプタ」の下ではなく、「不明なデバ
イス」や「その他のデバイス」の下にある場合は、インストールに失敗
しています。詳しくは、「7.1 ドライバのトラブル」（p.67）をご覧ください。
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5 「corega FEther II CB-TXD LAN Card」をダブルクリックします。「デバイスの状
態」欄に「このデバイスは正常に動作しています。」と表示されていることを確認
してください。

CBTXD_2K-chk02.tif

図 5.2.1-5 デバイスの状態 

6 本製品が使用する I/O ベースアドレス、インタラプト（IRQ）などは、Windows

2000/XP によって自動的に設定されます。「リソース」タブを選択すると、これら
を確認することができます。

CBTXD_2K-chk03.tif

図 5.2.1-6 リソースの確認
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5.2.2 ネットワークの設定

使用するプロトコル、クライアントなどの設定を行います。詳細はシステム管理者にご確
認ください。 

1 「スタート」→「コントロールパネル( クラシック表示)」の「ネットワーク接続」ア

イコンをダブルクリックしてください。 

2 「ローカルエリア接続」を右クリックし、「プロパティ」をクリックしてください。

図 5.2.2-1 ネットワーク接続のプロパティ 

3 「インターネットプロトコル (TCP/IP)」をクリックして、「プロパティ」をクリック
します。

図 5.2.2-2 ローカルエリア接続のプロパティ
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4 TCP/IP のパラメータの設定を行います。パラメータの値はご使用の環境に合わせ

て設定してください。設定が終了したら「OK」をクリックします( 画面は一例です)。

図 5.2.2-3 TCP/IP パラメータの設定 

5 必要な設定を終えたら、「ローカルエリア接続のプロパティ」画面の「OK」をク

リックします。

図 5.2.2-4 ローカルエリア接続のプロパティ
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5.2.3 本製品の詳細設定

本製品のポート（RJ-45 モジュラージャック）は、「Auto-Negotiation」に設定されてお
り、接続先機器との通信速度（100/10Mbps）や通信モード（Full/Half Duplex）は、本
製品のAuto-Negotiation機能によって自動的に設定されます。Auto-Negotiationをサポー
トしていない機器に接続した場合、Auto-Negotiation 機能が正しく働かないため、ご使用
になりたい状況に合わせて以下のように設定してください。 

1 「デバイスマネージャ」で「ネットワークアダプタ」の「corega FEther II CB-TXD」
をダブルクリックし（図 5.2.1-4参照）、「詳細設定」タブの「値」から適切な項目
を選択してください。

CBTXD_2K-net01.tif

図 5.2.3-1 詳細設定

Connection Type 

• Auto-Negotiation（デフォルト）

Auto-Negotiationを有効に設定します。この項目を選択した場合、接続先機器がAuto-
Negotiation をサポートしていれば、可能な最高の速度およびモードとなります。接
続先機器がAuto-Negotiation をサポートしていない場合、通信速度のみを検出し、検
出された速度のHalf Duplex モードとなります。 

• 100BaseTx

100Mbps のHalf Duplex（半二重）に設定します。 

• 100BaseTx Full_Duplex

100Mbps のFull Duplex（全二重）に設定します。 

• 10BaseT

10MbpsのHalf Duplex（半二重）に設定します。
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• 10BaseT Full_Duplex

10MbpsのFull Duplex（全二重）に設定します。

5.3 ドライバの更新
ドライバの更新は、弊社のホームページ（ http://www.corega.co.jp/）などから、本製品用の

最新のドライバを入手した場合に実行します。 

1 「コンピュータの管理者」権限(Windows 2000 の場合は「Administrator権限」)で
ログオンします。 

2 「コントロールパネル」→「システム」と進み、「ハードウェア」タブを選択し、「デ
バイスマネージャ」ボタンをクリックします。「ネットワークアダプタ」の「corega
FEther II CB-TXD LAN Card」をダブルクリックしてください（図 5.2.1-4参照）。 

3 「ドライバ」タブをクリックし、「ドライバの更新」をクリックしてください。
CBTXD_2K-up01.tif

図 5.3-1「ドライバの更新」ボタン

http://www.corega.co.jp/
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4 「一覧または特定の場所からインストールする」を選択して「次へ」をクリックし

ます。（Windows 2000 の場合は選択オプションがありませんので、そのまま「次
へ」をクリックします。）

CBTXD_2K-up02.tif

図 5.3-2「デバイスドライバのアップグレードウィザード」の起動 

5 37ページの手順5～15と同様の操作をくり返します。ただし、入手した最初のドラ

イバの格納場所については、環境によって異なります。
CBTXD_2K-up03.tif

図 5.3-3 検索方法の選択 

6 以上でドライバの更新は終了です。
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5.3.1ドライバのロールバック

ドライバの更新により本製品が正常に動作しなくなってしまった場合、更新前に使用して
いたドライバに戻すことができます。この機能は Windows XPのみで使用することができ
ます。Windows 2000をご使用の方は読み飛ばしてください。 

1 「デバイスマネージャ」ウィンドウで「corega FEther II CB-TXD LAN Card」を右
クリックして、「プロパティ」をクリックしてください。 

2 「ドライバ」タブをクリックし、「ドライバのロールバック」ボタンをクリックして

ください。

図 5.3.1-1 ドライバのロールバック 

3 「はい」をクリックします。

図 5.3.1-2 確認のメッセージ
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5.4 ドライバの削除
ドライバの削除は、ドライバの再インストールをする場合などに行います。ドライバのイ
ンストールに失敗した場合も、この手順にならい、間違ってインストールされたドライバ
を削除してから、あらためてインストール作業を行います。 

1 「コンピュータの管理者」権限(Windows 2000 の場合は「Administrator権限」)で
ログオンします。 

2 「コントロールパネル」の「システム」アイコンをダブルクリックし、「ハードウェ

ア」タブの「デバイスマネージャ」をクリックします（図 5.2.1-3参照）。 

3 「ネットワークアダプタ」をダブルクリックし、その下に表示される「corega FEther
II CB-TXD LAN Card」を右クリックして「削除」を選択します。

CBTXD_2K-del01.tif

図 5.4-1 デバイスマネージャからの削除 

4 「OK」をクリックします。
PCCTD_2K-del02.tif

図 5.4-2 デバイス削除の確認 

5 本製品のアイコンが消えていることを確認してください。
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6 Windows 2000/XP をシャットダウンし、コンピューターの電源をオフにします。 

7 コンピューターの PCカード取り外しボタンを押し、本製品を取り外してください。

5.5 本製品を一時的に使用しないとき
ドライバのインストール後、一時的に本製品を使用しないとき、たとえばUTPケーブルを
本製品から外すような場合は、下記の手順にしたがって本製品のドライバを無効にしてく
ださい※1。 

1 「Administrator」または「コンピュータの管理者」権限でログオンします。 

2 「コントロールパネル」の「システム」アイコンをダブルクリックし、「ハードウェ
ア」タブの「デバイスマネージャ」をクリックします（図 5.2.1-4参照）。 

3 「ネットワークアダプタ」をダブルクリックし、その下に表示される「corega FEther

I I CB-TXD LAN Card」を右クリックして「無効」を選択してください。※2

PCCTD_2K-void01.tif

図 5.5-1 デバイスマネージャで無効を選択

※1. ドライバを有効なままにしておくと、Windows 2000/XP はこれをネットワークエ
ラーとみなしてシステムログに記録します（ログは「イベントビューア」などから閲覧
可能）。

※2. 「ローカルエリア接続」アイコンを右クリックし、「無効にする」を選択しても同じ結果
となります。
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4 「はい」をクリックします。
PCCTD_2K-void02.tif

図 5.5-2「はい」をクリック 

5 「corega FEther II CB-TXD LAN Card」のアイコンに「×」が付き、ドライバが無
効になります。「X」が消え、ドライバは動作を再開します。 

6 再び、本製品を使用するときは、「corega FEther II CB-TXD LAN Card」を右ク

リックし、「有効」をクリックしてください。「X」が消え、ドライバは動作を再開
します。

5.6 ドライバの再インストール
ドライバの再インストールを行う場合は、ドライバをいったん削除してから行います。ド
ライバのインストールに失敗した場合も、間違ってインストールされたドライバをまず削
除してから再びインストール作業を行います。 

1 「5.4 ドライバの削除」（p.50）を参考にドライバを削除してください。 

2 「5.1.3 ドライバの新規インストール」（p.36）の手順にしたがい、本製品のドライ
バをインストールします。
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6 Windows 95（Version BまたはC）
本製品のドライバを Windows 95 上にインストールする手順を説明します。

6.1 ドライバのインストール
ここにあげる手順は一例であり、お客様の環境によっては、手順や表示画面が異なること
がありますので、あらかじめご了承ください。

6.1.1 Windows 95のバージョン確認

Windows 95 には、Version 950、Version A、Version B、Version C の 4 種類のバー
ジョンがあります。本製品は Version Bまたは Version Cでのみ動作いたします。下記の
手順にしたがってWindows 95 のバージョンを確認してください。 

1 コンピューターの電源をオンにし、Windows 95 を起動します。 

2 「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」を選択し、「システム」アイコン
をダブルクリックします。 

3 「情報」タブをクリックします。

■Version 950

「システム」の番号が「4.00.950」であれば Version 950 です。
95-Ver0.tif

図 6.1.1-1 Windows Version 950

■Version A

「システム」の番号が「4.00.950a」であれば Version Aです。
95-VerA.tif

図 6.1.1-2 Windows Version A
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■Version B、Version C

「システム」の番号が「4.00.950 B」であれば VersionB、「4.00.950 C」であれば
VersionCです。

95-VerB.tif

図 6.1.1-3 Windows Version B、Version C

6.1.2 用意するもの 

• 本製品 

• コンピューター（CardBus対応PCカードスロット付き、

Windows 95 Version B またはC インストール済み） 

• FEther II CB-TXDドライバディスク（CD-ROM） 

• Windows 95 のCD-ROM またはフロッピーディスク

Windows 95 が、コンピューター購入時にあらかじめインストールされた形態で
提供されたもの、すなわちプリインストール版である場合は、Windows 95 のバッ
クアップ CD-ROM が付属しているかどうかをご確認ください。バックアップ
CD-ROM が付属していない場合は、安全のため必ずフロッピーディスクに
Windows 95 のバックアップを取った後でドライバのインストールを開始してく
ださい。バックアップの手順については、ご使用のコンピューターの取扱説明
書をご覧ください。

ハードディスク内のデータは、必ずフロッピーディスク等にバックアップを
とった後で、ドライバのインストールを開始してください。特に重要なデータ
については、必ずバックアップをとられることをお勧めします。
また、いかなる場合でも、データが消失または破損したことによる損害につい
ては、弊社はいかなる責任も負いかねますので、あらかじめご了承ください。

6.1.3 ドライバの新規インストール 

1 コンピューターの電源をオンにし、Windows 95 を起動してください。 

2 コンピューターの PCカードスロットに本製品を挿入してください。
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CardBus非対応の PC カードスロットには、絶対に本製品を挿入しないでくださ
い。CardBus 対応 PC カードでは、CardBus 非対応機種の PC カードスロットに
誤ってカードを挿入することを防ぐため、カードの形状を工夫してあります。そ
のため、無理に挿入しようとするとカードまたは PCカードスロットを破損させ
る恐れがありますので、ご注意ください。 

3 Windows 95 は、本製品を自動的に検出し、「デバイスドライバウィザード」が起

動します。「次へ」をクリックします。
CBTXD_95-Inst01.tif

図 6.1.3-1 デバイスドライバウィザード

次の画面が表示されますので、「場所の指定 ...」をクリックしてください。
CBTXD_95-Inst02.tif

図 6.1.3-2 場所の指定
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4 本製品のドライバディスクを CD-ROM ドライブに挿入し、「D:¥W95」と入力し

「OK」をクリックしてください。
CBTXD_95-Inst03.tif

図 6.1.3-3 ドライバファイルの所在 

5 次のダイアログで、ドライバの名称が「corega FEther II CB-TXD LAN Card」と

なっていることを確認し、「完了」をクリックしてください。
CBTXD_95-Inst04.tif

図 6.1.3-4 「デバイスドライバウィザード」の完了 

6 続いて必要な Windows 95 ファイルのコピーが始まります。Windows 95 のマス

ターディスクが要求されますので、「OK」をクリックし、ご使用の形態に応じて次
ページの手順に進んでください。

95-inst07.tif

図 6.1.3-5 Windows 95 マスターディスクの要求
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■プリインストール版 Windows 95の場合
この場合はWindows 95 ファイルが既にハードディスクにコピーされています。画面
上ではディスクを入れるように要求されますが、そのまま「OK」をクリックしてダイ
アログを閉じ、「ファイルのコピー元」に「C:¥WINDOWS¥OPTIONS¥CABS」を
指定してください。

95-inst08.tif

図 6.1.3-6  パスの指定（プリインストール版）

機種によっては ¥WINDOWS¥OPTIONS¥CABS と異なる場所に保存されて
いることもあります。その場合はコンピューターの取扱説明書をご覧にな
るか、検索コマンドにより拡張子「CAB」のファイルが存在するフォルダ
を探し、そのディレクトリパスを指定してください。

■ CD-ROMの場合
CD-ROM をドライブに挿入し、「ファイルのコピー元」に「D:¥WIN95」を入力
してください。

■フロッピーディスクの場合
指示された番号のディスクをフロッピーディスクドライブに入れ、「ファイルのコ
ピー元」で「A:¥」を入力してください。

インストールの途中、「CODCBX4.SYS が見つかりませんでした。」というような
ダイアログが表示された場合は、本製品のドライバディスクを CD-ROM ドライブ
に挿入し、「ファイルのコピー元」に「D:¥W95」と入力し「OK」をクリックして
ください。ファイル「CODCBX4.SYS」は、本製品に添付されているドライバディ
スクの中に収められています。
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7 今回初めてネットワークアダプターをインストールするときは、次の画面が表示さ

れます。「OK」をクリックしてください。この画面が表示されないときは、手順 9
に進んでください。

net95-01.TIF

図 6.1.3-7 ネットワーク設定要求ダイアログ 

8 続いて次のダイアログが表示されます。コンピュータ名、ワークグループ名および

コンピュータの説明（省略可）を入力してください。これらの情報については、お
客様の環境におけるシステム管理者にご相談ください。

net95-02.tif

図 6.1.3-8 ユーザー情報の入力（例）

コンピュータ名およびワークグループ名の入力には、15文字以下の半角英
数字を使用します。詳細は、Windows 95 の取扱説明書およびオンラインヘ
ルプをご覧ください。また、このダイアログをインストール後に変更する
場合は、「コントロールパネル」→「ネットワーク」を起動し、「ユーザー
情報」タブを選択してください（既にこのダイアログの内容が設定されて
いる場合、このダイアログはドライバのインストール中に表示されませ
ん）。
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9 ｢システム設定の変更｣ダイアログが表示されます。CD-ROMドライブからドライ

バディスクを抜き、｢今すぐ再起動しますか？｣という問いに対して、｢はい｣を
クリックし、再起動してください。以上でインストールは終了です。

95-inst09.tif

図 6.1.3-9  システム設定の変更

インストール後の再起動時に、次のようなダイアログが表示されることがあり
ます。DHCP サーバーを使用していなければ「いいえ」をクリックしてくださ
い。LAN 環境でTCP/IP をご使用になる場合は、DHCPの設定に関してシステム
管理者にご相談ください。

DHCP95.tif

図 6.1.3-10  DHCP のメッセージ

6.2 インストールの確認とアダプターの設定
はじめにドライバのインストールが正常に行われていることを確認し、さらに必要な設定
を行います。

6.2.1 デバイスマネージャによるインストールの確認 

1 コンピューターの再起動が完了したら、｢コントロールパネル｣の｢システム｣をダブ

ルクリックしてください。
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2 ｢デバイスマネージャ｣タブをクリックしてください。インストールが正常に行われ

ていれば、「ネットワークアダプタ」の下に｢corega FEther II CB-TXD LAN Card ｣
が表示されます。

CBTXD_95-chk01.tif

図 6.2.1-1  デバイスマネージャ

本製品のアイコンに「×」「？」「！」などのマークが付いていたり、アイコンが「ネッ
トワークアダプタ」の下ではなく「不明なデバイス」や「その他のデバイス」の下に
あるときはインストールに失敗しています。詳しくは、「7.1 ドライバのトラブル」
（p.67）をご覧ください。 

3 「corega FEther II CB-TXD LAN Card」をダブルクリックします。「情報」タブの
「デバイスの状態」欄に「このデバイスは正常に動作しています。」と表示されてい
ることを確認してください。

CBTXD_95-chk02.tif

図 6.2.1-2 デバイスの状態
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「ドライバ」タブを選択すると、「このデバイスにはドライバファイルが必
要でないか、または組み込まれていません。」と表示されることがあります
が、これは本製品の仕様によるものであり、本製品のご使用には支障あり
ません。安心してご使用ください。 

4 本製品が使用する I/Oアドレス、インタラプト（IRQ）などは Windows 95 によっ

て自動的に設定されます。「リソース」タブを選択すると、これらを確認すること
ができます。

CBTXD_95-chk03.tif

図 6.2.1-3  リソース

「競合するデバイス」の欄にはCardBusによって、本製品に割り当てられたリソース
が表示されています。

CardBus コントローラとリソースが競合しているような記述になっていま
すが、問題ありません。（競合は起きていません。）
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6.2.2 PCカード（PCMCIA）による確認

「コントロールパネル」の「PCカード（PCMCIA）」をダブルクリックします。「ソケット
の状態」タブで、該当するソケットに「corega FEther II CB-TXD LAN Card」が表示さ
れていることを確認します。
CBTXD_95-chk04.tif

図 6.2.2-1  ソケットの状態

6.2.3 ネットワークの設定

「コントロールパネル」の「ネットワーク」をダブルクリックし、使用するプロトコル、ク
ライアントなどの設定を行います。インターネットへのアクセスを行うためには（WWW
ブラウザーなどをご使用になるためには）、TCP/IP プロトコルが必須です。また、基本的
な設定例が、付録「A Windows 95/98のネットワークの設定例」（p.72）にありますので
参考にしてください。設定に関する詳細は、お客様の環境におけるシステム管理者にご相
談ください。
CBTXD_95-net01.tif

図 6.2.3-1 ネットワークの設定

必要な設定を終えたら、「ネットワーク」ダイアログの「OK」ボタンをクリックして
ください。再起動を促すダイアログが表示されます。設定内容は、再起動後から有効
となります。
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6.2.4 本製品の詳細設定

本製品のポート（RJ-45 モジュラージャック）は、「Auto-Negotiation」に設定されてお
り、接続先機器との通信速度（100/10Mbps）や通信モード（Full/Half Duplex）は、本
製品のAuto-Negotiation機能によって自動的に設定されます。Auto-Negotiationをサポー
トしていない機器に接続した場合、Auto-Negotiation 機能が正しく働かないため、ご使用
になりたい状況に合わせて以下のように設定してください。 

1 ｢コントロールパネル｣の｢ネットワーク｣をダブルクリックします。 

2 「ネットワークの設定」タブの「corega FEther II CB-TXD LAN Card」をダブルク

リックし、「詳細設定」タブの「値」から適切な項目を選択してください。
CBTXD_95-net02.tif

図 6.2.4-1 詳細設定

Connection Type 

• Auto-Negotiation（デフォルト）

Auto-Negotiationを有効に設定します。この項目を選択した場合、接続先機器がAuto-
Negotiation をサポートしていれば、可能な最高の速度およびモードとなります。接
続先機器がAuto-Negotiation をサポートしていない場合、通信速度のみを検出し、検
出された速度のHalf Duplex モードとなります。 

• 100BaseTx

100Mbps のHalf Duplex（半二重）モードに設定します。 

• 100BaseTx Full_Duplex

100Mbps のFull Duplex（全二重）に設定します。
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• 10BaseT

10MbpsのHalf Duplex（半二重）に設定します。 

• 10BaseT Full_Duplex

10MbpsのFull Duplex（全二重）に設定します。

6.3 ドライバの削除 

1 「コントロールパネル」→「システム」→「デバイスマネージャ」を選択し、「ネッ
トワークアダプタ」アイコンをダブルクリックします。「corega FEther II CB-TXD
LAN Card」を選択し、「削除」をクリックしてください。

CBTXD_95-del01.tif

図 6.3-1  削除ボタンをクリック 

2 下のダイアログが表示されたら、「OK」をクリックします。
CBTXD_95-del02.tif

図 6.3-2  デバイス削除の確認

Windows 95 Version C の場合、削除に関する選択肢が表示されますので、
「すべての設定から削除」を選択して、「OK」をクリックしてください。
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3 デバイスマネージャで本製品のアイコンが消えたことを確認し、「システムのプロ

パティ」の「閉じる」をクリックしてください。 

4 タスクバーの PCカードアイコンをダブルクリックします。
95-del04.tif

図 6.3-3 PCカードアイコン 

5 「PCカード（PCMCIA）のプロパティ」が表示されます。本製品が挿入されていた

ソケットの表記が「-」（画面では「ソケット1」）となっています。該当するソケッ
トを選択して、「終了」をクリックしてください。

95-del05.tif

図 6.3-4  デバイス削除後の「ソケットの状態」 

6 「OK」ボタンをクリックしてください。
95-del06.tif

図 6.3-5 デバイス取りはずしの確認 

7 PC カードスロットから本製品を抜きます。
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8 「PCカード（PCMCIA）のプロパティ」の「ソケットの状態」で該当スロットが「空」

と表示されます。内容を確認し「OK」ボタンをクリックしてください。
95-del07.tif

図 6.3-6 ソケットの状態 

9 タスクバー上で PCカードアイコンが消えていることもご確認ください。以上で削

除の手続きは終了です。
95-del08.tif

図 6.3-7 タスクバー

6.4 ドライバの再インストール
ドライバを再インストールする手順は以下の通りです。 

1 「6.3 ドライバの削除」（p.64）の手順にしたがい、本製品のドライバを削除します。 

2 「6.1.3 ドライバの新規インストール」（p.54）の手順にしたがい、本製品のドライ
バをインストールします。
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7トラブルシューティング

7.1 ドライバのトラブル
ここでは、ドライバのインストールに伴うトラブルの代表的な例と、その対処法につい
て説明します。

ここでは、Windows 98の場合を例に説明しています。

以下の手順は、本製品をPC カードスロットに取り付けた状態で行ってくださ
い。

7.1.1 本製品を認識しない

正常にインストールできない場合や、PCカードが検出されない場合、また「 デバイス
マネージャによるインストールの確認」にしたがって確認を行うと「corega FEther II
CB-TXD LAN Card」アイコンが以下のようになっている場合は、ドライバのインストー
ルに失敗しています。 

•「ネットワークアダプタ」の項目がない 

•「その他のデバイス」や「不明なデバイス」の下に入ってしまった※1 

• デバイスマネージャで「！」「？」マークが付く 

•「corega FEther II CB-TXD LAN Card」アイコンが2つ以上ある

「ネットワークアダプタ」の項目がないとか、本製品のアイコンが「その他の
デバイス」や「不明なデバイス」の下に入ってしまう原因として、ドライバ
のインストール中に行われるWindows システム関連ファイル（netapi.dll など）
のインストールをキャンセルしてしまった場合などが考えられます。

コンピューターの機種によっては、本製品を PC カードスロットに挿入すると
きに、挿しにくい場合もありますが、本製品は、PC カードスロットの奥まで
しっかりと押し込むようにしてください（奥までしっかり挿されていないと、
本製品が認識されないことがあります）。

※1. これらの原因としては、ドライバのインストール中に行われるWindowsシステム関連
のファイル(netapi.dll など )のインストールをキャンセルしてしまったことなどが考え
られます。
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このようなときは、ドライバを一旦削除し、再インストールを行います。以下の手順を
実行してください。 

1 不正にインストールされた「corega FEther II CB-TXD LAN Card」アイコンを選

択し、「削除」ボタンをクリックしてください。Windows 2000/XP の場合は、
「corega FEther II CB-TXD LAN Card」アイコンを右クリックし、「削除」をクリッ
クします。 

2 各 OSの「ドライバの再インストール」の手順にしたがって、ドライバをインストー

ルしなおしてください。

7.1.2 デバイスマネージャで「×」が付く

■ Windows Me/98/95 の場合

デバイスマネージャの「corega FEther II CB-TXD LAN Card」アイコンに「×」マーク
が付いている場合は、デバイスが「使用不可」または「無効」に設定されています。以
下の手順にしたがって使用許可の状態に切り替えてください。 

1 「corega FEther II CB-TXD LAN Card」を選択（反転表示）し、「プロパティ」ボ
タンをクリックし、「全般」タブを表示します。 

2 Windows Me/98およびWindows 95 Version B、C の場合、「このハードウェア環

境で使用不可にする」のチェックを外し、「すべてのハードウェア環境で使用する」
にチェックを付けてください。「デバイスの使用」欄の「このハードウェアプロファ
イルで使用不可にする」のチェック「 �」を外してください。

CBTXD_98-chk02.tif

図 7.1.2-1 使用許可の切り替え

■ Windows 2000/XPの場合 

1 「5.5 本製品を一時的に使用しないとき」（p.51）をご覧ください。
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7.1.3 PCMCIA コントローラが正しく表示されない

本製品のドライバは、PCMCIA コントローラと協調して動作します。そのため、PCMCIA
コントローラが正しくインストールされていない状況では、本製品のドライバは動作す
ることができません。

ご使用のコンピューターの PCMCIA コントローラ専用ドライバが、フロッ
ピーディスクなどで提供されていることがあります。以下で説明する手順を
実行する前に、必ずご使用のコンピューターの取扱説明書を確認し、その取
扱説明書に記載されている手順で PCMCIAコントローラの再インストールを
行ってください。また、専用のドライバが提供されていない場合は、どのよ

うなドライバがインストールされているかを記録※ 1 した後（下記参照）、以
下の手順を実行してください。

このようなときは、OS のシステムレポート出力機能を利用すると便利です。
レポートを出力するには、「コントロールパネル」→「システム」→「デバイ
スマネージャ」とたどり、「印刷」ボタンをクリックします。「レポートの種
類」では「すべてのデバイスとシステムの概要」を選択し、以後画面の指示
にしたがってください。

CardBus 対応のコンピューター機種には、使用するPC カードに応じて2 種類
（16bit/32bit）の PCMCIA コントローラを切り替えなければならないものがあ
りますのでご注意ください。詳細は、ご使用のコンピューターの取扱説明書
もしくは、コンピューターのメーカーにご確認ください。

各OSの「デバイスマネージャによるインストールの確認」にしたがってインストール
の確認を行った際に、「PCMCIA ソケット」の下に表示されるPCMCIA コントローラの
アイコンに「？」、「！」のマークが付いている場合は、次の手順を実行してみてください。 

1 「コントロールパネル」→「システム」→「デバイスマネージャ」と進みます。 

2 「PCMCIA ソケット」の下にある PCMCIAコントローラを選択し、「削除」ボタンを
クリックしてください。 

3 「デバイス削除の確認」ダイアログが表示されます。「OK」ボタンをクリックして
ください。

※1. このような場合は、Windows のシステムレポート出力機能を利用すると便利です。レ
ポートの出力方法については、「F.1 調査依頼書の記入について」をご参照ください。
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4 「デバイスマネージャ」から「PCMCIA ソケット」のアイコンが消えていることを

確認します。 

5 Windows 98 を終了し、コンピューターの電源をオフにした後、本製品をPCカード

スロットから取り外します。 

6 再びコンピューターの電源をオンにします。「コントロールパネル」ウィンドウを

表示し、「PCカード（PCMCIA）」アイコンが消えていることを確認します。

Plug & Play 機能により、ドライバを自動的に読み込んでしまうコンピューター
機種もあります。 

7 「ハードウェアの追加」アイコン（コントロールパネル）をダブルクリックしてく
ださい。「ハードウェアの追加ウィザード」が起動したら、「次へ」ボタンをクリッ
クしてください（「ハードウェアウィザード」の実行には数分の時間がかかります）。 

8 「はい（通常はこちらを選んでください）」を選択し、続く 2つの質問に対して「次
へ」ボタンをクリックして進みます。最後に「完了」ボタンをクリックしてハード
ウェアウィザードを終了してください。 

9 続いて、自動的に「PC カード（PCMCIA）ウィザード」が起動します。表示され

るメッセージにしたがって操作してください。

7.2 ネットワークのトラブル
「通信できない」とか「故障かな？」と思われる前に、以下のことを確認してください。

7.2.1 LINK LED は点灯していますか？

LINK LED は、接続先機器（ハブやスイッチ）と正しく接続されている場合に点灯しま
す。LINK LED は、本製品と接続先機器の両方に存在します。本製品と接続先機器の両
方のLINK LED が点灯していることを確認してください。どちらか一方しか点灯してい
ない、または両方とも点灯しない場合は、以下のことを確認してください。 

• 接続先機器の電源がオンになっているか確認してください。 

• UTPケーブルが正しく接続されているか確認してください。 

• 正しいUTPケーブルを使用しているか確認してください。本製品と接続先機器との接
続には「ストレートタイプのケーブル」を使用しなければなりません。



トラブルシューティング 

71

7 

• 接続先機器のポートの設定が正しいか確認してください。機器によっては、機器同士

を接続するためのポート（カスケードポート）を持つものがあり、通常カスケード
ポートには設定スイッチが存在します。カスケードポートに本製品を接続するとき
は、カスケードポートの設定スイッチで同ポートを「MDI-X」や「to pc」に設定し
なければなりません（通常のハブやスイッチのポートとして設定する）。 

• 接続先機器の特定のポートが故障している可能性もあります。ケーブルを別のポート

に差し替えて、正常に動作するか確認してください。 

• UTPケーブルに問題はありませんか？ ケーブルの不良は外観から判断しにくいため

（結線は良いが特性が悪い場合など）、他のケーブルに交換して試験してみてくださ
い。 

• 接続先機器の通信速度、カードの通信速度を確認してください。接続先機器に合った

速度を選択してください。

7.2.2 LINK LED は点灯しているが ...

LINK LED は点灯しているが、通信が遅いなどの障害が発生している場合、以下のこと
を確認してください。 

• UTPケーブルの長さは正しいですか？ ふたつのネットワーク機器の直接リンクを形
成するUTPケーブルは、最長 100mと規定されています。 

• 正しい UTP ケーブルを使用していますか？100BASE-TX では「カテゴリー 5」、

10BASE-Tでは「カテゴリー3」以上のUTPケーブルを使用しなければなりません。 

• UTPケーブルに問題はありませんか？ ケーブルの不良は外観から判断しにくいため

（結線は良いが特性が悪い場合など）、他のケーブルに交換して試験してみてくださ
い。

7.2.3 Auto-Negotiation 機能

本製品のポート（RJ-45 モジュラージャック）は、「Auto-Negotiation」に設定されてお
り、接続先機器との通信速度（100/10Mbps）や通信モード（Full/Half Duplex）は、本
製品の Auto-Negotiation 機能によって自動的に設定されます。しかしながら、Auto-
Negotiation をサポートしていない機器に接続した場合、正常に機能しない場合があり
ます。ご使用になりたい状況に合わせて設定を変更するには、各 OSの「本製品の詳細
設定」を参照してください。
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付録

AWindows 95/98のネットワークの設定例
（ディスクの共有設定例）

ここでは､ Windows 98/95で、ファイル（ディスク）の共有をするためのネットワーク
の設定例について説明します｡ Windows 98の場合は「4.2 インストールの確認とアダプ
ターの設定」（p.33）、Windows 95の場合は「6.2 インストールの確認とアダプターの設
定」（p.59）を参照し、LAN アダプターの設定が正常であることを確認した後で、ネッ
トワークを利用したデータの送受信を行ってみましょう｡ データの送受信をするため
には､各コンピューターについて設定が必要になります｡

・Windows Me のディスク共有設定について

Windows Me の場合、OS に標準搭載されているホームネットワークウィザー
ドを使用した設定をお勧めします。設定手順の詳細については、別途参考書
等をご覧ください。

・Windows 2000/XPのディスク共有設定について

Windows 2000 の場合、ユーザーの管理や共有資源（ディスクなど）の管理等
の設定に関するセキュリティ機能が強化され、複雑になっています。設定の
手順の詳細については、別途参考書等をご覧になることをお勧めします。

A.1 ファイル（ディスク）の共有をするための設定方法

ピアツーピア接続をするためには、すべてのコンピューターについて以下の設定が必要
になります｡ 

•「NetBEUI」、「Microsoftネットワーククライアント」の確認､「Microsoftネットワー
ク共有サービス」の追加 

• ユーザー情報、または識別情報（コンピュータ名、ワークグループ）の確認 

• コンピューターの共有設定（ハードディスク・プリンター等の共有）

ここでは、ハードディスクの共有を説明しています。プリンターを共有する場合は、 プ
リンターメーカによって操作が異なりますので、プリンターメーカにご相談ください。
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A.1.1 「Microsoft ネットワーククライアント」 、「NetBEUI」の確認  

1 「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」を選択します。 

2 「ネットワーク」アイコンをダブルクリックします。 

3 「ネットワークの設定」タブの「現在のネットワークコンポーネント」※ 1に、「Microsoft

ネットワーククライアント」が表示されていることを確認します。
CBTXD_98-net01.tif

図 A.1.1-1 「ネットワークの設定」

「NetBEUI」と「Microsoft ネットワーククライアント」が「現在のネットワークコンポー
ネント」に無い場合は、以下を参考に各サービスやプロトコルを追加してください。

【ネットワークコンポーネントに無い場合】
「NetBEUI」と「Microsoftネットワーククライアント」が表示されていない場合は、以下
の項目を参照してネットワークコンポーネントに追加してください。 

•「Microsoft ネットワーククライアント」が無い場合　⇒「付録A.3.1」へ 

•「NetBEUI」が無い場合　⇒「付録A.3.2」へ

「coregaの LANカード」が無い場合 

• Windows 98 では「4.2 インストールの確認とアダプターの設定」（p.33）」へ 

• Windows 95 では「6.2 インストールの確認とアダプターの設定」（p.59）」へ

※1. Windows 95の場合は、「現在のネットワークコンポーネント」が「現在のネットワー
ク構成」という表示になります。

「優先的にログオンする」リストボック
スの「▼」をクリックし、「Microsoft
ネットワーククライアント」を選択して
ください

次の３種類が必ず構成に入っているこ
とを確認してください
●Microsoft ネットワーククライアント
●coregaの LANカード
●NetBEUI プロトコル
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A.1.2 「Microsoft ネットワーク共有サービス」の追加

以下の手順にしたがい、「Microsoft ネットワーク共有サービス」を追加します。ここで
は、Windows 98 の画面を例にしています。 

1 「ファイルとプリンタの共有」をクリックします。 

2 「ファイルを共有できるようにする」および「プリンタを共有できるようにする」を
チェックし「OK」をクリックします。画面が戻り「Microsoft ネットワーク共有
サービス」が追加されます。

CBTXD_98-net03.tif, 98coCB2

図 A.1.2-1 「Microsoft ネットワーク共有サービス」の追加

Microsoftネットワーク共有
サービスが追加されます



付録 A Windows 95/98のネットワークの設定例 

75

付

A.2 識別情報の確認

以下の手順にしたがい、「識別情報」を確認します。ここでは、Windows 98 の場合を例
にしています。 

1 「コントロールパネル」→「ネットワーク」をダブルクリックし、「識別情報」タブ

をクリックしてください。※1

98coCB2903.tif

図 A.2-1 「識別情報の確認」

設定する項目の詳細は､次の通りです｡ 

• コンピュータ名：ネットワーク上でコンピューターを識別するための名称です。
各コンピューターごとに固有の名称を設定します。
コンピュータ名は、自由に設定できますが、以下にご注意ください。
●15文字以下の半角英数字で入力すること
●接続するすべてのパソコン名は異なること 

• ワークグループ：ネットワーク上のコンピューターをグループ分けするための名称で

す。特に分ける必要がなければ、ネットワーク内のコンピューターは、すべて同一の
名称にしてください。
ワークグループ名は、自由に設定できますが以下にご注意ください。
●15文字以下の半角英数字で入力すること
●すべてのワークグループ名は同じにすること

※1. Windows 95の場合は、「識別情報」というタブが「ユーザー情報」というタブになり
ます。

ユーザー情報を指定
●コンピュータ名 : 英数半角でコン
ピューターごとに名前を付けてください
●ワークグループ名 : 英数半角ですべ
てのコンピューターを同じワークグ
ループ名にしてください
●コンピュータの説明 : コンピュータ
名の補足説明です（必ず入力する必要
はありません）
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●LAN環境へアクセスする場合は、所属するネットワークのワークグループと同じにす
ること
※ ワークグループ名などの詳細は、ネットワーク管理者へお問い合わせください。 

• コンピュータの説明：「コンピュータ名」の補足説明です。特に入力しなくても構い

ません。 

2 「コンピュータ名」、「ワークグループ名」、「コンピュータの説明」を設定します。設
定が終わったら、「OK」ボタンをクリックしてください。

重要：ワークグループ名は、接続するすべてのコンピューターに同じ名前を
設定してください。Windows のOS 自体が、コンピュータ名・ワークグループ
名の漢字(日本語･カナ)に対応していません。必ず英数半角をご使用ください。 

3 Windows の再起動が要求されますので、「OK」ボタンを押して、再起動してくださ

い。

要求されない場合でも、設定を有効にしますので手動で再起動してください。 

4 Windows が再起動され「ネットワークパスワードの入力」画面が表示されます。

CC122.tif

図 A.2-2 「ネットワークパスワードの入力」 

• ネットワークを使用するときは､ユーザー名とパスワードを入力してください｡
ただし、ネットワークを使用しないときは入力する必要はありません。 

• ユーザー名とパスワードは、Windowsをセットアップする過程で設定しています。

初めてログインするときは、セットアップ時のユーザー名とパスワードを入力して、
「OK」ボタンをクリックしてください。(パスワードは空白でも可能です)

ユーザー名とパスワードは任意に設定できます。特に決まりはありません。
また名称によって通信ができないという事もありません。
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「ネットワークパスワードの入力」ダイアログは、「ネットワークの設定」ダ
イアログ（「コントロールパネル」→「ネットワーク」）の、「優先的にログオ
ンするネットワーク」の設定で、「Microsoft ネットワーククライアント」が選
択されていない場合は表示されません。

「ユーザー名」と「パスワード」は毎回、必ず入力して、「OK」ボタンをクリッ
クしてください。
入力しない場合は、ネットワークでの通信ができなくなることがあります。

A.3「Microsoft ネットワーククライアント」および
「NetBEUI」の追加方法

ここでは、「Microsoft ネットワーククライアント」および「NetBEUI」の追加方法につ
いて説明します。以下の手順に従い、操作してください。ここでは、Windows 98 の場
合を例にしています。

A.3.1 「Microsoft ネットワーククライアント」の追加方法 

1 「スタート」メニューの「設定」→「コントロールパネル」→「ネットワーク」を
ダブルクリックし、「ネットワークの設定」タブで、「追加」をクリックしてください。

CBTXD_98-net04.tif

図 A.3.1-1 ネットワーク構成ファイルの追加
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2 「インストールするネットワークコンポーネント」※ 1の一覧より、「クライアント」
を選択し、「追加」をクリックします。

CB-TXL-net06.tif

図 A.3.1-2 「ネットワーククライアント」の追加 

3 「製造元」に「Microsoft」、「ネットワーククライアント」に「Microsoftネットワー
ククライアント」を選択し、「OK」をクリックします。

CB-TXL-net07.tif

図 A.3.1-3 「Microsoft ネットワーククライアント」を追加 

4 「OK」をクリックすると手順2の画面に戻ります。「A.1.1 「Microsoftネットワー

ククライアント」 、「NetBEUI」の確認」（p.73）で追加されていることを確認して
ください。

※1. Windows 95の場合は、「インストールするネットワークコンポーネント」が「インス
トールするネットワーク構成ファイル」という表示になります。
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A.3.2 「NetBEUI」の追加方法  

1 「スタート」メニューの「設定」→「コントロールパネル」→「ネットワーク」を

ダブルクリックし、「ネットワークの設定」タブで、「追加」をクリックしてください。
CBTXD_98-net04.tif

図 A.3.2-1 ネットワーク構成ファイルの追加 

2 「インストールするネットワークコンポーネント」の一覧より、「プロトコル」を選
択し、「追加」をクリックします。

CB-TXL-net02.tif

図 A.3.2-2 「ネットワークプロトコル」の追加
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3 「製造元」に「Microsoft」、「プロトコル」に「NetBEUI」を選択し、「OK」をクリッ

クします。
CB-TXL-net03.tiff

図 A.3.2-3 NetBEUI を追加 

4 「OK」をクリックすると2の画面に戻ります。「A.1.1 「Microsoftネットワークク
ライアント」 、「NetBEUI」の確認」（p.73）で追加されていることを確認してくだ
さい。

TCP/IP や他のプロトコルの設定については、ネットワーク設定に関する参考書を
参照していただくか、システム管理者にご確認ください。
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A.4 コンピューターのディスク共有設定

コンピューターのドライブやフォルダの共有を設定します。ここでは、「マイコンピュー
タ」の中の「Ｃ ドライブ」を共有するときの手順を例に説明します。 

1 デスクトップ上の「マイコンピュータ」アイコンをダブルクリックします。 

2 「マイコンピュータ」ダイアログの「(C:)」ドライブアイコン上で右ボタンをクリッ
クし、 メニューを表示して「共有」を選択します。

図 A.4-1 「C ドライブ」の共有 

3 「共有」タブをクリックし、「共有する」をチェックします。 

4 「共有名」、「アクセスの種類」、「パスワード」などの項目を運用方法に合わせて設
定します。

図 A.4-2 「共有」の設定

C ドライブのアイコンをマウスの
右ボタンでクリックし、メニューか
ら「共有(H)...」を選択します
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設定する項目の説明は､次の通りです｡ 

• 共有しない：ドライブの共有を解除するときに選択します｡ 

• 共有する：ドライブの共有を設定するときに選択します｡ 

• 共有名：共有するドライブの名称を変更することが出来ます｡ 

• コメント：共有するドライブやフォルダに対する説明を入力します。

（必ず入力する必要はありません） 

• アクセスの種類： 共有するドライブに対して読み書きの許可を設定します｡
・読み取り専用： 共有するドライブを読み込み専用にします｡
・フルアクセス： 共有するドライブに読み書きを許可します｡
・パスワードで区別：パスワードにより､読み書きを許可します｡ 

• パスワード：「アクセスの種類」に対するパスワードです｡

・読み取り専用アクセス用：読み取りを許可するときのパスワードを設定します｡
・フルアクセス用：読み書きを許可するときのパスワードを設定します｡ 

5 Ｃ ドライブのアイコンが次の画面のようになります。
98coCB2906.tif

図 A.4-3 共有設定されたドライブの表示

手のマークがLANで共有できる
（共有されている）状態を表して
います



付録 A Windows 95/98のネットワークの設定例 

83

付

A.5 他のコンピューターへの接続

以下の手順に従い、他のコンピューターに接続します。 

1 Windows デスクトップ上の「ネットワークコンピュータ」アイコンをダブルクリッ

クします。接続されているコンピューターが表示されます。
98coCB2907.tif

図 A.5-1 「ネットワークコンピュータ」表示 

2 表示されているコンピューターのアイコンから接続したいコンピューターをダブ

ルクリックします。 

3 共有設定で、「共有する」と設定されたドライブが表示されます。 

4 上記 3で表示されたドライブをダブルクリックすると、「共有する」と設定されてい

る中身（ファイルやフォルダ）が表示され、アクセスが可能となります。

重要：タイミングによって接続したいコンピューターが表示されない事もあ
ります。その際は、「ネットワークコンピュータ」を再表示、または「表示」
メニューの「最新の情報に更新」を選択してください。
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B製品仕様

■ ハードウェア仕様 

• PC インターフェース：PC Card Standard・ TypeⅡ準拠（32-bit CardBus） 

• サポート規格：IEEE802.3 10BASE-T、IEEE802.3u 100BASE-TX、IEEE802.3u

Auto-negotiation

■ 機械的仕様 

• 外形：54(W)  × 104(D)  × 5(H) mm（専用ケース含まず）

ただし、突起部 12.8 mm
（PCカードソケット挿入部はTypeⅡに適合） 

• 重量：35g（専用ケース含まず）

■ 電気的仕様 

• 動作電圧：DC +3.3V 

• 消費電流：最大100 mA 

• 消費電力：最大330 mW

■ 環境条件 

• 動作時：温度0 ～ 40 ℃（PCカードの周囲温度）※1/ 湿度80%以下（結露なきこと） 

• 保管時：温度-20～ 60℃/ 湿度95%以下（結露なきこと）

■ 電気雑音の発生防止 

• 取得承認：EMI 規格　VCCI クラスB

■ ネットワーク機能 

• 転送速度：100Mbps または10Mbps 

• 通信モード：半二重または全二重

※1. 本製品（PC カード）の周囲温度であり、コンピューターの周囲温度ではありません。
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■ 使用するハードウェア資源 

• 割り込み（IRQ）：1チャネルを使用する。 

• I/Oアドレス： 連続する256 バイトを使用する。

C ネットワークインターフェース
100BASE-TX/10BASE-T インターフェース（MDI）は、RJ-45型と呼ばれるモジュラー
ジャックが使用されています。
10BASE-Tｺﾈｸﾀ、10BASE-Tｹｰﾌﾞﾙ

       
図C-1 RJ-45モジュラージャック、プラグ

10-100（MDI ポート）.eps

図C-2 信号線名
Straight-through Cable

図C-3 UTPケーブル（ストレートタイプ）

12345678

PIN 1

号 番 ン ピ （ 号 信 IDM ） ト ー ポ 

1 ） ＋ （ タ ー デ 信 送 

2 ） ー （ タ ー デ 信 送 

3 ） ＋ （ タ ー デ 信 受 

4 用 使 未 

5 用 使 未 

6 ） ー （ タ ー デ 信 受 

7 用 使 未 

8 用 使 未 

1 TD+
2 TD-

3 RD+
6 RD-

TD+ 1
TD-  2

RD+ 3
RD-  6

PC/WORKSTATION HUB/SWITCH
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D MACアドレス
イーサネットに接続される機器は、MAC アドレスと呼ばれるアドレスを使って通信を
行います。MAC アドレスは機器（アダプター）のひとつひとつに割り当てられた唯一
無二の（unique、ユニークな）アドレスです。

MAC アドレスは、下記の 6 バイト（48 ビット）によって構成されており、本製品の内
部に書き込まれているため、ユーザーが変更することはできません。本製品のMACアド
レスは、製品に貼付されているMAC アドレスラベルに記入されています ( 表記はすべて
16 進数)。

     00           09           41          xx           xx           xx
            ベンダー ID        　　　　         通し番号 

• ベンダー ID

LAN ベンダー（LAN 用機器を製造しているメーカー）が IEEEに申請することにより
得られる識別番号です。 

• 通し番号

この番号は、当社が製品を識別するために割り当てたものです。この通し番号と本製
品の「シリアル番号ラベル」の番号に関連はありません。

MACアドレス（マックアドレスと読みます）は、物理アドレス、ネットワー
クアドレス、イーサネットアドレスなどと呼ばれることもあります。また、
MAC アドレスは、TCP/IP の環境で使用されるIP アドレスに関係があります
が、これらは別々のものです。
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E 保証と修理について
■保証について

本書に記載されている「製品保証規定」を必ずお読みになり、本製品を正しくご使用く
ださい。無条件で本製品を保証するということではありません。正しい使用方法で使用
した場合のみ、保証の対象となります。また、物理的な破損等が見受けられる場合は、
保証の対象外となりますのであらかじめご了承ください。本製品（ドライバディスクは
除く）の保証期間については、保証書に記載されている保証期間をご覧ください。

■修理について

故障と思われる現象が生じた場合は、まず取扱説明書を参照して、設定や接続が正しく
行われているかを確認してください。現象が改善されない場合は、巻末の「調査依頼書」
をコピーしたものに必要事項をご記入の上、保証書を添付し、弊社サポートセンター宛
てに製品を送付ください。製品を送付する際は、以下の点にご注意ください。 

• 弊社サポートセンターへ製品を送付する際の送付料金につきましては、お客様のご負

担とさせていただきます。尚、運送中の故障や事故に関しては、弊社はいかなる責任
も負いかねますので、あらかじめご了承ください。 

• 宅急便などの送付状の控えが残る方法で送付願います。（普通郵便による送付は、固

くお断りいたします。） 

• 修理期間は、製品到着後、約10日程度（弊社営業日数）を予定しております。 

• 誠に申し訳ございませんが、直接来社されてのサポート依頼は受付けておりませんの

で、製品は必ず宅急便などでお送りください。

■製品送付先

〒222-0033　横浜市港北区新横浜1-19-20

（株）コレガ　corega サポートセンター宛
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F ユーザーサポート
障害回避などのユーザーサポートは、巻末の「調査依頼書」をコピーしたものに必要事
項をご記入の上、下記の番号まで FAX してください。できるだけ電話による直接の問
い合わせは避けてください。FAX によって詳細な情報を送付していただくほうが、電話
による問い合わせよりも遥かに早く問題を解決することができます。記入内容の詳細
は、「調査依頼書の記入について」をご覧ください。

Tel: 045-476-6268 10:00-12:00、13:00-17:00 月～金（祝・祭日を除く）

Fax: 045-476-6294

F.1 調査依頼書の記入について

調査依頼書は、お客様のご使用環境で発生した様々な障害の原因を突き止めるためにご
記入いだだくものです。障害を解決するためにも以下の点にそって、十分な情報をお知
らせください。記入用紙で書き切れない場合には、別途プリントアウトなどを添付して
ください。

■ハードウェアとソフトウェア 

• 本アダプター上に貼られたラベルに記入されているシリアル番号 (S/N)、製品リビ

ジョンコード(Rev) を調査依頼書に記入してください。 

（例）　 

• ご使用になっているソフトウエアの種類／バージョン（Ver.）を記入してください。

これらは、ドライバディスクのラベル上に記入されています。 

• 他社のインターフェースボードやユーティリティーをご使用の場合はすべてご記入

ください。 

• 接続しているサーバーの機種とその環境も可能な限りご記入ください。

■お問い合わせ内容について 

• どのような症状が発生するのか、それはどのような状況で発生するのかをできる限り

具体的に（再現できるように）記入してください。 

• エラーメッセージやエラーコードが表示される場合には、表示されるメッセージの内

容をプリントアウトしたものなどを添付してください。



付録 F ユーザーサポート 

89

付 

• 障害などが発生する場合には、本アダプターと併用されているユーティリティーや、

アプリケーションの処理内容もご記入ください。

■ネットワーク構成について 

• ネットワークとの接続状況や、使用されているネットワーク機器がわかる簡単な図を

添付してください。 

• 他社の製品をご使用の場合は、メーカー名、機種名、バージョンなどをご記入くださ

い。

■システムリソースレポート添付のお願い

お問い合わせの際には可能な限り、システムリソースレポート（お使いのパソコンの詳
細情報を OSが自動作成するレポート）を出力の上、「調査依頼書」に添付いただきます
ようお願いいたします。システムリソースレポートを出力する手順は以下の通りです。 

1 コントロールパネルから「システム」を起動し「デバイスマネージャ」タブを表示

します。 

2 「印刷 ...」ボタンをクリックします。
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3 「レポートの種類」では「すべてのデバイスとシステムの概要」を選択してくださ

い。以後、画面の指示にしたがってください。
sys resource.report98.eps

システムレポートの出力例（Windows 98 Second Editionの例）

F.2 最新ドライバの入手方法

弊社は、改良のために予告なく、本製品のドライバのバージョンアップやパッチレベル
アップを行うことがあります。最新のドライバは、弊社のホームページから入手するこ
とができます。また、このホームページではFAQ、パソコンの動作検証リストなどの情
報もご案内しておりますので、ぜひご覧ください。 

1 Microsoft Internet Explorer、Netscape NavigatorなどのWebブラウザーを使用し

て、次のアドレスにアクセスしてください。

http://www.corega.co.jp/ 

2 「ダウンロード」→「各種ドライバ」をクリックしてください。

システム リソース レポート      -   ページ：１ 
 
****************** システムの概要 ****************** 
 
Windows バージョン ： 4.10.2222 
コンピュータ名： Unknown 
システム バスの種類： ISA 
BIOS 名： Phoenix 
BIOS の日付： 11/22/99 
BIOS のバージョン： Phoenix NoteBIOS Version 4.05 
コンピュータの種類： IBM PC/AT 
プロセッサの製造元： GenuineIntel 
CPU の種類： Intel(r) Celeron(tm) Processor 
数値コプロセッサ： 存在します 
登録オーナー：ＸＸＸＸＸＸ 
登録会社：ＸＸＸＸＸＸ 
 
****************** IRQの概要 ****************** 
 
IRQ の使用 ： 
　00 - システムタイマー 
　01 - 106 日本語 （A01） キーボード （Ctrl+英数） 
　02 - プログラミング可能な割り込みコントローラ 
　03 - 通信ポート （COM2） 
　04 - 通信ポート （COM1） 
　05 - ES1878 Plug and Play AutoDrive 
　06 - 標準 フロッピー ディスク コントローラ 
　07 - プリンタ ポート （LPT1） 
　08 - システム CMOS/リアル タイム クロック 
　09 - PCI ステアリング用 IRQ ホルダ 
　09 - Intel(R) 810 Chipset Graphics Driver PV1.1 (DC100) 
　10 - Intel 82801AA SMBus Controller 
　10 - PCI ステアリング用 IRQ ホルダ 

http://www.corega.co.jp/
http://www.corega.co.jp/
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3 ご希望のドライバをクリックしてください。

F.3 「corega Net-News」のご案内

「corega Net-News」は、株式会社コレガがお届けするメール配信サービスです。新製品
情報やキャンペーン、プレゼント情報など耳よりな情報をお届けいたします。メール配
信サービスをご希望のお客様は、corega ホームページでご登録ください。なお、メー
ル配信サービスはどなたでもご登録いただけます。



おことわり 

• 本書は、株式会社コレガが作成したもので、すべての権利を弊社が保有しています。

弊社に無断で本書の一部または全部をコピーすることを禁じます。 

• 予告なく本書の一部または全体を修正、変更することがありますがご了承ください。 

• 改良のため製品の仕様を予告なく変更することがありますがご了承ください。 

• 本製品の内容またはその仕様により発生した損害については、いかなる責任も負いか

ねますのでご了承ください。 

© 2002 株式会社コレガ

corega は、株式会社コレガの登録商標です。

Windowsは、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標ま
たは商標です。

その他、この文書に掲載しているソフトウェアおよび周辺機器の名称は各メーカーの商
標または登録商標です。

2002年 4月 Rev.A 初版



調査依頼書（ corega FEther II CB-TXD 1/2）
年    月    日

一般事項

1. 会社名（個人名）： フ リ ガ ナ ：

部署名： ご担当者：
ご連絡先住所：〒

TEL: (　　　) FAX: (　　　)

2. 購入先： 購入年月日：

購入先担当者： 購入先 TEL: (　　　)

ハードウェアとソフトウェア

1. ご使用のカードのシリアル番号、製品リビジョン

製品名：corega FEther II CB-TXD  

ドライバディスクのバージョン：Ver.            pl.           

2. ご使用のコンピューター機種と併用している他メーカーの拡張アダプター（ボード）
コンピューターのメーカー名／機種
OSとバージョン
拡張アダプターのメーカー名／機種

3. ご使用のサーバー機種（UNIX、NetWare、Windows NT など）
コンピューターのメーカー名／機種
OSとバージョン

お問い合わせ内容

□別紙あり □別紙なし

□設置中に起こっている障害 □設置後運用中に起こっている障害

S/N                                       Rev   
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ネットワーク構成

□別紙あり □別紙なし

簡単なもので結構ですからご記入をお願いします。



製品保証規定
■この製品保証規定は、製品保証書に明記した期間内において、取扱説明書など
にしたがった正常な使用をしていたにもかかわらず故障が発生した場合に、無
償修理をお約束するものです。 
• 本製品本体：製品保証書に記載の“保証期間”で無償保証とします。（ただし、

本規定の他の条項に準じます。） 

• 本体付属品（ドライバディスクなど）：3ヶ月間保証

■保証期間内の無償修理は、故障製品を弊社までお送りいただき、修理完了品ま
たは代替品をお客様に返送することとします。表面の製品保証書に記載された
「製品保証に関するお問い合わせ先」まで故障製品を送付してください。送料は
それぞれ送付元負担とさせていただきます。

■保証期間内であっても次の項目に該当する場合は、無償修理の適用外とさせて
いただきます。（ただし、無償修理の適用外であっても有料での修理または代替
品への交換・サービスはご利用いただけます。）

1. 使用上の誤り、または不当な修理や改造によって生じた故障および損傷

2. お買い上げ後の輸送、移動、落下などによって生じた故障および損傷

3. 火災、地震、水害、落雷、その他の天変地異、公害、塩害、静電気、異常
電圧などの外部要因によって生じた故障および損傷

4. 接続された他の機器が原因で生じた故障および損傷

5. 車両、船舶などに搭載されたことによって生じた故障および損傷

6. 消耗品の交換（バックアップ電池など）

7. 製品保証書の提示がない場合

8. 製品保証書の所定事項に記入がない場合、または字句を不当に書き換えら
れた場合

■本製品に付属のドライバ・ソフトウェアが他社の提供するハードウェア、また
はアプリケーション・ソフトウェアと共有できるという動作保証、および使用
によるその他の損害についての保証は行いません。

■本ハードウェアが他社の提供するソフトウェア、またはアプリケーション・ソ
フトウェアと共有できるという動作保証、および使用によるその他の損害につ
いての保証は行いません。

■修理によって交換された代替品、不良部品の所有権は弊社に帰属するものとし
ます。

■製品保証規定は、本製品についてのみ無償修理をお約束するもので、本製品の
故障または使用によるその他の損害については、弊社はその責を一切負わない
ものとします。

■製品保証書は、日本国内のみで有効です。

■製品保証書は再発行いたしませんので紛失しないように大切に保管してくださ
い。



    

製品保証書   （1年保証） 

製品名  　  corega FEther II CB-TXD 　　 

シリアル番号 

 ( S/N)

ご購入日 

製品保証に関するお問い合わせ先 
coregaサポートセンター 
〒 222-0033 横浜市港北区新横浜 1-19-20

TEL： 045-476-6268　 

FAX： 045-476-6294

受け付け時間 ： 10:00～ 12:00/13:00～ 17:00
月～金（祝・祭日を除く） 

販売店様印 

※ 本保証書にお買い上げ販売店の記名および押印が無い場合は、有償扱いとなり 
　 ますのであらかじめご了承ください。 
※ 製品名、シリアル番号、ご購入日をご記入ください。 

この製品保証書は、株式会社コレガが定める製品保証規定
（裏面）に基づき、製品の無償修理をお約束するものです。 
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